



































ルの『黄金の馬車』（Le Carrosse d＇or, ₁₉₅₂）、ロッセリーニの『ヨーロッパ
一九五一年』（Europa ＇₅₁, ₁₉₅₂）、ヒッチコックの『私は告白する』（I Confess, 
₁₉₅₃）という一見したところ全く異なる作品――にみられる「同一の主題」と
して「身体と精神の間の親和力の感覚（le sentiment d＇une affinité entre les 



























































































































































































































































































































































































































































































（ ₂） Nogueira, Rui, ₁₉₇₁→₂₀₁₃. ＂Eric Rohmer: Choice and Chance＂, in Eric Rohmer 
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Interviews, Handyside, Fiona （ed.）, University Press of Mississippi, p.₂₂.
（ ₃） マリオン・ヴィダルも「題名通りクレールはもともと主要な人物である。しか
しローラの役は、ロメールがベアトリス・ロマンと交わした会話によって発展され
た」（Vidal, Marion, ₁₉₇₇. Les Contes moraux d＇Eric Rohmer, Paris: L＇Herminier, p.₁₁₅）






₁₉₇₄→₁₉₉₈. Six contes moraux, Paris: Petite bibliothèque des Cahiers du cinéma, 
p.₁₈₆.（邦訳は『六つの本心の話』、細川晋訳、早川書房、₁₉₉₆）。なお、他の文献
についても、日本語訳があるものについては参照させていただいた。
（ ₅） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈. op.cit., p.₁₈₀.
（ ₆） Rohmer, Eric, ₁₉₈₄→₂₀₀₄. Le Gout de la beauté, Paris: Petite bibliothèque des 
Cahiers du cinéma, p.₉₉（邦訳は『美の味わい』、梅本洋一・武田潔訳、勁草書房、
₁₉₈₈）。
（ ₇） Rohmer ₁₉₈₄→₂₀₀₄. op.cit., p.₁₀₁.





性質をジェコフに帰している（Vidal ₁₉₇₇, op.cit., p.₁₀₈.）。
（ ₉） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈. op.cit., p.₁₉₅.




（Crisp, Colin G, ₁₉₈₈→ ₂₀₁₀. Eric Rohmer: Realist and Moralist, Bloomington & 
Indianapolis: Indiana University Press, p.₆₃）。
（₁₂） Pertie, Graham, ₁₉₇₁ → ₂₀₁₃. ＂Eric Rohmer: An Interview＂, in Eric Rohmer 
Interviews, op.cit., p.₁₀.
（₁₃） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₉₂.




（₁₆） Séailles, André, ₁₉₈₅. «Entretien avec Eric Rohmer», Etude cinématographiques: 
Eric Rohmer ₁, Estève, Michel （éd.）, p.₆.
（₁₇） ルソー、ジャン＝ジャック ₁₉₈₆（原著初版₁₇₈₂）『告白（上）ルソー選集 ₁』
小林善彦訳、白水社、₁₃₆頁。
（₁₈） ルソー、ジャン＝ジャック ₁₉₈₆『告白（中）ルソー選集 ₂』小林善彦訳、白水
社、₂₂₁頁。




（Biette, Jean-Claude, Bontemps, Jacques, et Comolli, Jean-Louis, ₁₉₆₅ → ₁₉₉₉. 
«Entretien avec Eric Rohmer: L＇Ancien et le nouveau», La Nouvelle Vague, Paris: Petite 
bibliothèque des Cahiers du cinéma, p.₂₄₁．傍点は小河原による）。
（₂₀） Leigh, Jacob, ₂₀₁₂. The Cinema of Eric Rohmer: Irony, Imagination, and the Social 
World, New York: Continuum, p.₄₃. ここでリーも触れているが、一連のシークェン
スの最初に登場する、ピンク色の紙に手書きで書かれた日付字幕の画面についてロ
メールは、小説家オーロラの日記という設定を意図したものだと述べている





ドレ・バザンを参照（Bazin, André, ₁₉₄₅→₂₀₀₈. «Ontologie de l＇image photographique», 







（₂₃） Chabrol, Claude et Rohmer, Eric, ₁₉₅₇→₂₀₀₆, Hitchcock, Paris: Ramsay poche 
cinéma, p.₁₀₁（邦訳『ヒッチコック』、木村建哉、小河原あや訳、インスクリプト、
₂₀₁₅）.
（₂₄） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₇₉.
（₂₅） Ibid.
（₂₆） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₀.
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（₂₇） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₁.
（₂₈） 『パンセ』₁₉₇₃（原著初版₁₆₇₀）、前田陽一・由木康訳、中公文庫。
（₂₉） Rohmer, Eric, ₁₉₉₈. Contes des ₄ saisons, Petite bibliothèque des Cahiers du 
cinéma, p.₂₃₂（邦訳『四季の恋のも物語』、中条志穂訳、愛育社、₁₉₉₈）．
（₃₀） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₀.
（₃₁） ヴィダルによれば、ジェロームは『六つの教訓物語』シリーズの中で他の主人
公達よりも不真面目で自由であり、ローラの方が母親との関係で苦しんでいて真面
目である（Vidal ₁₉₇₇, op.cit., p.₁₀₇.）
（₃₂） 武田潔 ₁₉₈₄「賢者の快楽：エリック・ロメールをめぐる覚書」、『夜想 ₁₁ ヌー
ヴェル・ヴァーグ₂₅』、ペヨトル工房、₁₇₂-₁₇₃頁。
（₃₃） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₆.
（₃₄） このショットは「恩寵の状態」とも言い表されている（Vitoux, Frédéric, ₁₉₇₁. 





（₃₆） ロメールは編集とフレーミングに必ず携わるというが（Nogueira ₁₉₇₁→₂₀₁₃, 
op.cit., p.₂₀）、そのこだわりには、誰をどのように映し出すかについて明確な意図
を持っていることが推察される。
（₃₇） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₉.
（₃₈） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₇₁.
（₃₉） Ibid．なおヴィダルによれば、ジェロームは「快楽（le plaisir）」と「欲望（le 








（₄₁） Rohmer ₁₉₈₄→₂₀₀₄, op.cit., p.₈₄.
（₄₂） Rohmer ₁₉₈₄→₂₀₀₄, op.cit., p.₈₆.
（₄₃） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₉.
（₄₄） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., pp.₁₂₈-₁₂₉.
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エリック・ロメール監督『クレールの膝』におけるローラの存在
（₄₅） Rohmer ₁₉₈₄→₂₀₀₄, op.cit., p.₁₃₁.
（₄₆） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₈₂.
（₄₇） Rohmer ₁₉₇₄→₁₉₉₈, op.cit., p.₁₇₂.
（₄₈） 嘘をつかないという点で、ローラが『モード家の一夜』のモードや『愛の昼下
がり』のクロエと同様の「誘惑者」であるというヴィダルの指摘（Vidal ₁₉₇₇, op.cit., 
p.₁₁₅）は、該当しないように思われる。
（₄₉） ローラを演じたベアトリス・ロマンはその後のロメール作品でも、『美しき結
婚』（Le Beau mariage, ₁₉₈₂）におけるサビーヌや『恋の秋』（Conte d＇automne, 
₁₉₉₈）のマガリという、嘘をついているように思われる他の登場人物とは対照的な、
率直に考えを口にする役柄を演じている。
（₅₀） Rohmer ₁₉₈₄→₂₀₀₄, op.cit., p.₁₂₁．傍点は小河原による。
（₅₁） Barron, Fred, ₁₉₇₄→₂₀₁₂. ＂Eric Rohmer, An Interview＂, in Interview with Eric 
Rohmer, Cardullo, Bert （ed.）, Chaplin Books, p.₇₉.
（₅₂） Nogueira ₁₉₇₁→₂₀₁₃, op.cit., p.₁₉．またオーロラの役についても、撮影の二年
前に彼女とロメールが知り合ったことで加えられたという。
（₅₃） Nogueira ₁₉₇₁→₂₀₁₃, op.cit., p.₂₀.
（₅₄） Ibid．また、ローラの同級生を演じるファブリス・ルキーニやクレールの恋人
を演じるジェラール・ファルコネッティに即興をさせたという。
（₅₅） 例えば Schilling, Derek, ₂₀₀₇. Eric Rohmer, Manchester: Manchester University 
Press, pp.₉₀-₁₂₅.
